
実　　施　　時　　期 ①１１月　②１２月

取　　組　　内　　容 ①生産者交流（みかん農家）　11月　　　参加者　3年生児童　８名

　　3年生の社会科の農業の仕事の発展として、生産者交流を行った。農家の方のみか
ん　　　の栽培・出荷までの苦労や工夫などについての話を直接聞くことができた。みか
んがなったままの枝を持ってきてくれて、摘果の仕方も教えていただきました。みかんを
作っている人の思いを知って、感謝する気持ちを持つことができました。

②ＰＴＡ給食試食会　１２月　参加者　保護者１３名
　ＰＴＡ生活環境部主催による給食試食会を行いました。碩田学園在籍の栄養教諭をお
招きし、「神崎小の３つのあ」という演題で講演をしていただき、その後試食を行いまし
た。事前に本校の調理室を取材して、わかりやすいプレゼンテーションを見せていただ
きました。神崎小給食の「安全」「安心」「愛情」について、理解が深まりました。

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

大分県

取 組 市 町 村 名 大分市

取 組 の 名 称 ①生産者交流（みかん農家）　　②ＰＴＡ給食試食会　１２月



学校ＨＰより

取 組 の 名 称 郷土料理（すっぽん）講習会

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

大分県

取 組 市 町 村 名 宇佐市

実　　施　　時　　期 １１月

取　　組　　内　　容

・毎年、安心院すっぽん振興会のご協力により、郷土料理講習会（スッポン料理）を
実施しています。おおいた食育ウィークでもある１１月１５日に実施しました。

・今年も食文化コース３年生を対象に、安心院のすっぽんの魅力や郷土の食文化を
伝承することの重要性を教えて頂きました。最初は、戸惑いながらすっぽんを触って
いた生徒たちでしたが、講師の方の指導を仰ぎながら、集中してさばくことができまし
た。目の前で消えていく命を見ることで、「命」を頂くことのありがたさと、「食べ物を粗
末にできない」という強い思いが生まれてきました。
試食では、心からの「いただきます」の言葉とともに笑顔がこぼれました。すっぽんは
刺身、から揚げ、鍋、雑炊としておいしくいただきました。この講習会を通して、改め
て安心院の素晴らしさを感じることができました。



実　　施　　時　　期 ９月（２３日）

日出町中央公民館にて食育推進、健康づくりをテーマとしたイベントを開催し
講演会、ステージイベント、ブースの出展を行いました。

講演会は「おいしくて健康的な食生活のために：科学に基づくぶれない食べ方を考える」
と題して、講師に東京大学大学院 教授　佐々木　敏 氏をお招きし講演いただきました。
栄養学に関する様々な情報が溢れる中、豊富な研究データに基づいた正しい知識を教えてい
ただき、参加者は“ぶれない食べ方”を学ことができました。また平成２８年度に実施された県民
健康意識行動調査から見える日出町の現状にもふれていただき、参加者からは「食塩の摂り
方がいかに大切かよくわかりました」「時間を忘れて聴き入りました」等の感想が聞かれ、食育
や健康づくりへの強い動機づけをすることができました。

ステージイベントでは「健康・食育○×クイズ」「みんなと体操～楽しく体操をしよう～」が催さ
れ、健康づくり推進員、健康運動普及推進員が主体的に運営しました。

ブースの出展では日出町食生活改善推進員による“うま塩カレーライス”の販売や、児童館、ボ
ランティアグループによる子どもを対象とした絵本の読み聞かせやおもちゃ作り、町内医療機関
による健康相談ブースが設置され大盛況でした。

フェスティバルの来場者は約２００人でした。
町民の皆さん、子どもから高齢者まで幅広い世代が楽しみながら食育や健康づくりについて考
える良い機会となりました。

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

大分県

取 組 市 町 村 名 日出町

取 組 の 名 称 ひじポプロジェクト『いきいき応援フェスティバル』の開催

取　　組　　内　　容


	様式２ (大分市)
	様式２ (宇佐市)
	様式２ (日出町)

